
誌 は 訳 で ‘Ｌ 尊 文 す
と 只 と か
云 が 芝 、
わ 昔 泣 尋
桐 の Ｔ 兄′ ー 『 実 字 の
い Ｌ て 方
ま い 対 の
す 御 照 誤
か ､ 自 L I ノ、 身 了 と
察 の 、 馬
文吉何ｒフ
乏票刀、例

霊姜唇壹露一す難よど
§ 舂 滅 つ 乏
甚 ま 裂 な 申
譽 圭 な 調 Ｌ
摩・鴬にｔノ子述
鳶予のＩてべ￥・旅ろ ぅ ・
や 危 と

乏 あ T ･

§←’二ノム十一〆。才司ク蜑格試験、実部の採用試驍口極紡了軍菫であうて、〉て洞び鶏〈マ〉マの他の

涌脚年鰄岬川剛初今れろとす楓ば、科挙の一制奏が崩御了Ｌまっか弓．特別菫大な理由が鵬垂下房

■一”韮

四
・
李
篝
の
主
弛
．
私
が
昌
沓
差
士
一
災
と
Ｌ
た
こ
と
、
行
き
過
ぎ
、
卸
指
摘
⑦
逼
剛
．
私
が
推
定
Ｌ
た
の
は
、
当

時
、
姥
方
宮
は
家
族
差
〃
》
、
っ
打
丁
証
仕
す
ろ
こ
と
は
稀
で
あ
っ
て
、
家
擴
芝
最
も
宝
（
一
エ
な
ど
こ
弓
に
置
き
、
単

身
針
仕
Ｌ
た
場
合
が
多
か
っ
た
．
仕
地
→
心
身
の
ま
、
〃
差
世
話
す
る
廿
性
に
ぼ
事
欠
か
な
か
っ
た
今
Ｌ
い
、

五
１
「
尋
薪
」
へ
翠
亭
２
行
Ｉ
タ
行
〕
一
「
険
行
長
宍
と
ほ
灰
州
大
都
行
の
次
官
」
！
．
「
次
官
の
ろ
を
出
Ｌ
了
長

官
の
冬
至
顕
き
な
い
け
す
が
な
い
」
と
編
Ｕ
差
す
が
．
都
琶
行
⑦
長
官
同
皇
室
一
の
男
子
子
津
の
中
か
ら
曙
ば
打
ろ
。
６

￥
Ｌ
Ｔ
遙
領
で
あ
う
丁
封
任
す
る
こ
と
も
画
，
く
、
一
パ
だ
宮
中
に
あ
う
Ｔ
官
各
と
給
料
差
支
給
宝
、
椚
了
い
た
と
周
わ
Ⅶ

打
ち
・
従
ラ
マ
長
宍
差
次
官
と
い
う
の
“
名
義
上
下
あ
っ
て
、
長
史
が
融
在
す
る
と
ご
弓
実
曽
上
の
長
官
で
あ
っ

た
。
だ
か
今
何
℃
知
今
な
い
宮
中
㈱
一
美
宮
（
遙
領
）
の
名
を
頭
ｈ
Ｌ
了
壼
麦
帰
す
る
よ
、
っ
な
こ
と
ロ
了
霊
な
か
つ
ｅＳ

定軍完の論證匡百エ-切一千明実杢釣る』-一、っに思いぎす。

４

以
上
の
よ
う
な
卓
広
つ
い
一
ｌ
御
批
割
漠
け
制
-
ば
幸
甚
で
す
．
そ
の
他
色
々
御
高
見
芝
叩
宍
、
た
り
こ
と
乙
澤
山
ご

まい諾すが-今回はご御だけＦ・《潭鍾重り。

驍
下
与
え
る
洞
石
．
礼
部
の
毒
格
試
験
、

子
羊
に
顔
箏
に
認
侮
ら
れ
る
と
す
楓
ば
、

７たと兎、価ろ。

完
伺
か
今
景
儀
に
た
つ

Ｉ１１’０１１■■Ｉ■■■‘凸８００１ｆＩｌＩ０４１ＩＩ卜６１１１１０９■１１■■９．■日■０日■■ｚＩＩ８Ｆ１ｌＪＢ。阜■！Ⅱ日ⅡⅡ８６■９１１卜ＬＩ



ぞ
楓
か
ら
李
窒
の
方
言
の
二
と
垂
惟
晨
Ｌ
た
の
ぴ
お
氣
に
購
う
た
工
う
で
Ｌ
た
が
．
正
直
に
云
っ
て
中
国
語
は

日
本
の
方
言
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
這
橡
で
壽
な
い
。
つ
ま
〃
欧
淵
の
西
・
伊
・
詞
・
仏
と
い
っ
た
別
種
の
國
語

が
存
在
し
、
孑
机
ぞ
打
信
と
か
千
万
と
か
の
方
言
晨
猿
王
有
Ｌ
了
い
ま
す
。
毛
主
帯
び
天
要
門
の
上
か
ら
大
病
読

差
ぶ
つ
了
も
北
京
児
に
ぼ
、
よ
く
ｈ
か
△
診
な
い
の
で
す
。
現
迂
「
填
詞
」
乏
朗
説
す
る
と
一
三
音
（
特
に
蒜
州
壼

で
読
む
人
が
多
い
。
蘇
州
で
は
妻
鐸
索
差
ト
ウ
と
巳
本
音
Ｆ
鰍
匠
発
音
（
噸
な
し
）
す
る
の
差
聞
い
て
震
宍
姜

鍔
木
須
軒
先
生
ぽ
或
る
瞳
筆
一
ど
-
王
繕
の
戻
装
の
結
句
「
環
麗
蒼
言
上
」
は
承
句
の
韻
の
「
響
」
と
．
こ
の
錯舎、、フ

句
の
韻
の
「
上
」
差
押
韻
吉
打
ろ
髻
謂
害
脹
よ
る
と
、
「
上
」
、
「
の
ぼ
ろ
」
と
訓
せ
う
打
舂
の
で
「
ま
涯
蒼

氏

恥

Ｔ

・

の

ぽ

苔芝願うＬＴ上ろ」となる。」ずし・二楓了は可笑Ｌいと不室の憲差一示さ何ていろ・先生は正直

尊
兄
は
小
生
が
平
水
韻
Ｔ
説
明
す
る
こ
と
に
卸
不
満
の
操
子
で
す
が
《
現
任
の
読
者
の
手
に
入
川
易
い
平
水
韻

Ｔ
示
す
こ
と
が
親
叩
だ
と
思
っ
た
し
、
予
杓
に
雷
謂
で
学
者
め
か
す
舟
芸
が
な
い
理
由
差
一
つ
申
Ｌ
上
げ
た
い
・

〉て楓阿唐鵠や濤韻が科畢の用韻の典様菫示すものだび、歴ずしも宮宋人の用韻差示すものＴは匂

い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
六
朝
末
の
謨
目
の
実
際
麦
博
承
し
た
も
の
で
・
平
水
韻
汀
害
宋
の
詩
の
用
誤
の
奏
隈

に
相
応
Ｌ
淀
む
の
で
す
。
尤
も
不
知
不
識
の
間
に
唐
人
の
用
韻
と
乖
離
Ｌ
涙
部
分
も
高
ろ
け
洞
ど
も
・
子
の
例
外

蚕
除
け
ば
大
体
Ｆ
於
丁
唐
音
の
奏
簾
に
口
平
水
錆
の
方
が
近
い
の
で
す
．
宋
代
の
用
韻
が
寅
韻
と
口
異
な
可
弐
い

べ

、

．

、

”

一

一

雫

■

一

一

、

①

■

■

した。
に
韻
書
乏
筐
じ
Ｔ
舌
盧
六
打
だ
ら
し
い

】
方
年
空
代
の

の

０

、０

Ｉ
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壬
在
方
吉
の
こ
と
は
問
題
同
別
。
狭
い
日
本
了
も
．
往
茸
、
私
が
京
都
の
三
高
生
だ
っ
た
頃
、
ド
イ
ツ
語
担
当

の
成
穎
先
生
鳳
祖
先
代
々
の
江
戸
フ
子
て
、
或
る
時
、
私
に
こ
う
云
わ
例
た
。
「
隣
″
の
教
室
で
阪
倉
君
が
大
言

むこ・、″

，毎画〃

可
聲
で
ｌ
松
林
の
按
方
に
ウ
ミ
（
礒
汁
）
が
見
え
石
！
と
云
っ
て
る
の
董
闇
く
と
ム
カ
ッ
と
し
了
吐
言
氣

が
す
る
よ
哩
阪
倉
先
生
（
国
語
国
文
学
担
当
）
は
勿
論
《
「
松
林
の
む
こ
う
痕
海
が
見
え
ろ
」
と
云
っ
て
い
今
打

ろ
の
で
決
し
て
膿
汁
が
見
え
ろ
と
云
っ
て
い
今
拭
ろ
の
で
は
な
い
。
両
先
生
と
も
立
派
な
学
音
一
ぐ
あ
う
で
、
ど
ち

ぅ
が
詩
的
恵
貢
が
上
だ
な
ど
と
は
云
え
可
い
、
一
眼
鯛
に
云
う
了
日
本
諾
に
ロ
日
本
語
の
吉
霊
が
両
『
了
そ
の
〃

ズ
ム
阿
零
語
の
手
柄
と
、
全
然
別
謹
で
詞
こ
ぐ
-
〉
一
Ｉ
打
仮
似
ゼ
よ
う
豆
ど
と
い
う
こ
と
ば
大
要
な
、
間
違
い
辰
と
閑

なお異正一丁本と一土滝本に、王とＬＴ擦っていますが．画万垂取捨Ｌ了いキーす。〉了のことには愚詩

か
あ
川
宏
す
．
掌
完
の
卸
意
見
で
ほ
「
蘇
小
小
歌
」
一
ｆ
可
、
、
ぼ
な
ら
ず
-
「
藩
小
川
菫
」
で
あ
う
了
圃
な
今
ワ

い
二
と
に
な
〃
、
〉
一
く
の
閣
一
由
迄
詳
説
ま
楓
、
〒
の
二
と
画
埋
解
さ
打
手
す
が
、
観
鬘
盲
各
自
の
性
格
、
・
經
競
、
教

養などが背景となフ了お→三三↓・》一く浬解で幸←ますが、害一塁-打は大安結構藝三侭け刑とも、

他の蕊雰琶に餐制すぢ窪田ロ疑祁ゾ一三い〉／心．。墓垂含一塁卜置い一く作今伺辰ものだから、払側とぢらで

も
よ
い
し
の
と
馬
い
壷
す
。
寺
椚
か
今
一
，
ヒ
タ
」
⑦
頚
聯
⑦
詩
句
の
「
管
」
と
「
花
」
と
の
柤
這
同
、
ま
た
別
の

問
頴
乏
含
ん
で
旧
了
私
ｐ
断
然
「
誉
-
』
差
樵
〃
茅
す
。
，
漢
語
に
口
彊
弱
が
あ
う
了
ち
ょ
っ
と
俳
句
の
重
こ

了
・
科
琴
⑦
際
、

滴
Ｌ
了
い
ま
す

いずすが、
科
畢
の
際
の
標
準
だ
け
が
濤
韻
に
従
ｎ
な
け
、
ば
な
ら
な
い
不
自
然
さ
壷
羅
大
経
の
鶴
林
玉
露
な
ど
で
も
指

、

如
何
で
す
か

。

心

一
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「
橦
花
」
と
い
え
ば
「
桂
」
と
い
う
秋
の
籾
び
つ
い
了
死
は
落
ち
菅
く
・
阜
翌
癖
、
拭
出
て
く
制
は
唐
突
で
蕗
ち
つ

か可いわけ。桂花とか秋花、須花などと苣祷一州く（尋表）つかなくて-し、〉一-、麺；垂一不す文字が助け手があ

榊ば』よいが、ないと琶突なのです。花とか煙花とび出てく制げ春の察すの一心す。

｜〉一-椚朏峨州州程州訓献に伽剛純剖肋訓加ゴ射刷緬爆脈畢鈩癖矛燗州誹噸帥両》鱸”厭隔Ⅲ平酊Ⅲ州

Ｌ
-
Ｉ
Ｌ
ま
、
っ
・
「
韻
」
口
神
話
的
傳
説
の
瀦
菫
．
螢
は
垂
一
節
に
椙
這
Ｌ
い
ま
・
対
句
に
ふ
夫
、
杓
Ｌ
い
・
平
凡
で
は
ｇ

一一ない．種差可ある”零然「一化」亭一持つ丁圭、たのは恐らく誤記Ｔあ弓つと冠勺。こ打何唐詩・奮梁媚

一一の詩差跡づけて見楓口一六面--）た卿宗ぴ易一三」とび感ぜら打ろ。こ洞は詩差何つ了い桐ば・自然に害Ｉ

一 一 一 一 一 ニ ニ

Ｉ
湾 一 ＝ 盲 ＝ - - - - - - 一 一 一 一

- 今 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一

〆
ざ

１

１ 得
せ
ら
何
ろ
。

察

田

憲

雄

學

完

侍

天

竿
手
鏡
部
汽
弄
十
三
三
Ｆ
つ
い
丁
誤
記
誤
植
（

ｉ

１

以
上
、
塁
見
蚕
附
下
し
了
・
卸
攪
申
し
卜
芹
去
寸
”

肥
細
五
十
一
年
三
月
十
五
日

ｔ
り
０
か
■
且
ｒ
Ｑ 糸博引傍雲睾、逗Ｉいろ①に口頭毫壬表し手寸が』テ鍔は抽雫諒飼．統一的にローｎか可い。火とか

焼
、
実
、
な
ど
つ
い
派
と
幸
、
に
限
り
「
け
む
り
」
で
す
が
、
煙
托
切
〉
茎
、
口
花
や
-
ぐ
害
の
氣
象
壷
壁
示
す

。

■

ろ
・
・
弓
Ｕ
、
ほ
こ
川
で
ロ
な
い
．

１

Ｉ

▲
勺
ｒ
０
４
Ａ
●
Ｇ
二
ｇ
Ｙ
６
ｂ
６
６
■
０
〃
Ｄ
ｒ
Ｂ
■
〃
な
■
。
■
且
■
＆
■
■
僻
６
８
口
１
日

■ｒＢＢ■■■Ｉ■■日■■、１日■■▽ＱＨｇＱ■■凸■且■０■ｕｌ５ｅｑ０二■６日■ｐ■。

１

１

０
、
ｈ
Ｉ
Ｏ
８

天
Ｐｂもざ

７．）と馬ｎ桐ろもの壷並べ了塞者や雪富者び誤〃易いも

蕊１、確轆鋪
…

薑

…

：

〃
・
画
一
▽
・
丑
守
口
ロ
。
■

よ
・
春
の
票
朔
で
・
帯
楓
が
玉
い
の
で
す
。

エ

齋
藤

タ
マ

敬
具

》一》一や》一一一」率》、一
己弐、１鰯芦。；ｑｌ１-

-Ｌ←ｃ・ＬＪ蓉当酉 鯛
マ
ゴ
ー
｝
『
や
Ｌ
玲
ロ
●

。
・
。
一
宇
今
■

ユーョーやＦ｝幸一一一寺合、・いま倉季」零吋

・●、●今琴苓露誕錘

『錘翻斡認識園琴討、勘気．
毎
句



ｌｉ

茅
す
の
で
・

し
了
い
ま
す

拝
復
ね
ん
ご
ろ
な
お
手
舘
芝
い
た
だ
妾
・
教
々
の
ご
教
示
董
夷
ま
楓
、
二
と
に
小
読
『
李
窒
研
究
』
津
十
三

号
の
誤
記
を
ご
訂
正
庇
子
打
皿
・
寺
ミ
ピ
に
言
塞
ぐ
、
あ
う
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

仰
せ
の
よ
う
に
、
校
正
、
こ
と
に
雲
百
み
ず
か
ら
の
す
る
￥
桝
画
難
事
と
・
舅
に
光
み
一
-
平
生
痛
感
Ｌ
了
お
り

手
す
の
で
・
ど
な
た
か
ら
の
ご
指
摘
も
う
桐
Ｌ
く
、
わ
た
し
も
気
づ
い
た
と
宍
は
、
精
々
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

○

℃

お
た
ず
ね
に
お
答
え
い
た
す
に
あ
穴
Ｕ
、
弱
ら
か
じ
例
ご
諒
解
を
え
た
い
二
と
ぴ
ご
き
い
ま
す
。
尾
見
邑
感
側

わ
た
し
一
己
の
も
⑦
Ｔ
、
Ｕ
と
き
壬
に
押
Ｌ
つ
け
る
気
は
な
く
．
軍
繕
は
お
読
み
く
だ
ま
る
方
の
ご
自
由
だ
、
と

の
了
あ
る
こ
ど
差
申
し
上
げ
御
響
侭
代
え
ま
す
・
前
の
部
分
に
も
弱
舅
７
行
・
杯
士
が
杯
士
に
す
る
な
ど
少
々
編
川

圭
す
が
、
こ
こ
で
何
明
石
秋
室
の
部
分
に
限
川
ま
す
。
（
伽
薑
御
訂
正
の
分
壬
除
く
）

一
言
行

濤

行

誤

ｏ

正

正

誤

別
旧
鍵
造
神
仙
鮮
道
稗
他
一
服
瀝
蝿
崇
蕊
加
魚
感
ゞ
ゞ

△

．

。

△

。

。

△

２
鍔
か
う
８
３
荒
猿
中
荒
績
墓

喝
河
満
涛
何
活
冷

△

。

○

△

○

鍋
７
寂
野
時
速
寮
野
時
迷
喝
尾
飛
蝋
順
洲
鰄

△

○

川
酸
風
菖
雨
醸
固
舌
雨

一
群
邑
雲
行
珊
瑚
校

一
曜
一
儘
奇
覺
鋺
蛤
吉
龍
廸
奇
質
蛾
塗
画
龍
起
０

△

◎

Ｏ

Ｂ
怪
鵬
票
松
怪
腰
黒
松

閖
７
（
末
一
旬
脱
遮
除
却
此
言
語
菫
達
。
一
魂
Ｍ
（
表
顛
覆
十
三
句
遊
茂
時
賓
遊
歌
④
略

ｊ
０
ｌ
９
ｄ
１
０
Ｉ
４
Ｂ
ｌ
Ｉ
可
４
１
ｆ
古
Ⅱ
１
１
９
．
■
０
１
Ｊ
Ⅱ
『
１
-
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
凸
９
申
０
Ｊ
１
１
１
Ｊ
り
ｆ
ｌ

一
。

０
１
１
１
１
１
４
１
１
４
１
１
“
ｊ
■
Ⅱ
●

-

■
■
、
９
０
Ⅱ
ｈ
■
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
■
ｂ
』
Ⅱ
０
■
。
？
■
１
１
ｐ
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｒ
ｂ
７
ｌ
り
Ｉ
ｆ
■
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問
を
も
う
一
く
い
手
す
Ｖ
と
雪
キ
、
手
し
た
．
帯
の
談
問
Ｅ
一
面
あ
り
‘
莞
の
一
同
文
学
や
歴
安
の
研
究
下
同
対
象
に

！

ｌ

、

、

、

・

も
方
法
一
卜
し
あ
い
ま
い
さ
壬
根
絶
し
が
た
い
こ
と
、
子
の
二
口
わ
た
し
自
身
の
窮
知
不
孝
了
す
。
自
信
と
い
う
の

同
、
聰
明
建
識
の
一
〃
な
ら
ば
そ
の
迂
遠
菱
壽
ら
っ
て
お
や
り
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
想
像
式
抓
ろ
試
行
錯
謡
毫

票
扣
不
》
一
手
の
故
に
あ
え
て
」
客
観
的
に
ロ
大
方
の
承
認
乏
得
ろ
に
は
い
た
§
句
な
く
と
も
主
観
釣
に
は
李
弩
哩
躍

に
一
歩
蚕
進
め
え
た
と
感
じ
喜
多
少
の
票
崇
ぴ
あ
っ
仮
と
い
う
一
三
で
す
。
自
信
も
疑
問
も
、
大
部
分
阿
杓
た
Ｌ

の
主
観
に
雷
」
重
ナ
篝
研
究
筐
ハ
守
る
個
人
讓
談
何
無
知
不
学
の
迂
遠
な
試
行
請
誤
の
実
験
室
琴
⑦
下
す
。
航
定

胡
な
翅
一
室
い
は
Ｌ
了
し
、
壼
辰
ぼ
「
濤
田
薑
雄
越
三
つ
感
ビ
ろ
考
え
ろ
」
と
い
う
菫
乞
わ
〃
の
壹
篶
が
、
た

だ
票
乏
避
け
ろ
た
め
に
省
略
し
元
弱
る
も
②
と
、
お
受
け
取
り
く
だ
ま
い
寺
す
な
ら
画
幸
い
で
す
．

以
下
、
ほ
ぼ
お
た
ず
ね
②
順
序
に
蕪
「
了
お
薑
え
い
涙
し
ま
す
．

龍
稿
「
潟
小
慎
」
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
壬
寸
・
二

一
ま
え
の
歪
之
の
薑
箔
に
・
沈
房
と
同
世
代
の
沌
瑚
が
「
騏
馬
都
尉
と
な
り
長
林
主
に
尚
す
」
と
い
う
・
長
材
公

主
と
鮪
鴫
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
公
主
ロ
バ
宗
⑦
第
ハ
其
ま
た
亜
之
の
「
唐
叙
銀
青
光
綴
大
夫
倫
校
汪
欺

騎
常
侍
葬
宮
苑
閑
廐
使
鮒
罵
都
射
郭
公
墓
誌
」
に
よ
拭
口
案
十
代
皇
帝
順
宗
李
調
の
第
四
草
西
河
公
主
は
、
き
宍
、

に
匡
云
錘
〈
の
死
氏
に
碕
嫁
Ｌ
、
国
力
子
一
人
至
肇
げ
、
の
ち
郭
氏
に
再
縁
し
、
郭
貝
蚕
挑
ん
で
、
祷
嗣
が
な
い
穴
防
・

筑
氏
の
子
に
箒
の
葬
事
を
っ
か
さ
と
今
せ
た
一
昴
死
氏
同
沈
筆
で
あ
る
ｐ
郭
風
は
長
雲
二
年
（
ハ
三
二
に
死

Ｅ
二
十
七
歳
で
お
司
汽
か
今
．
死
窒
乙
相
似
展
年
配
下
あ
君
う
。
か
洞
、
呉
騨
の
人
だ
か
ら
、
迩
師
・
亜
之
と
同

鬼、、』

鮒

馬

、

匪蹴麹烈一
～

～
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と
一
一
弓
丁
論
砂
乃
と
ニ
ス
て
す
力
「
詞
玩
ョ
と
「
出
威
一
一
一
罎
跨
揚
萩
ヴ
ヒ
「
出
城
汕
茂
又
新
」
「
舂
侭
昌

合
」
刀
と
八
二
三
二
言
汗
と
雄
戻
丁
二
石
岬
詩
と
「
珈
月
Ⅷ
一
一
厘
ｋ
」
と
何
調
子
か
薑
く
す
壬
ろ
「
嗣
昌
酬
蕾

水
」
口
巨
富
室
在
住
訓
引
-
１
礼
Ⅱ
函
の
）
「
（
一
二
へ
る
ｒ
ｒ
工
了
ロ
ー
柿
一
丸
合
搭
Ｉ
藝
皐
室
」
庁
の
門
の
も
⑦
）
と
も
葱

ご
今
椚
ろ
莞
楓
一
Ｊ
弓
三
Ｊ
［
も
一
ぼ
こ
つ
《
」
「
る
一
一

以
卜
｜
の
エ
つ
な
道
筋
一
ｌ
ハ
ワ
一
芦
一
一
二
一
「
こ
-
Ｖ
と
皇
Ｌ
７
ｎ
了
す
二
打
は
「
臺
鉱
性
」
了
寸
刀

勺
わ
７
Ｌ
も
断
定
ｒ
Ｌ
一
～
-
ご
ｆ
岸
崇
一
帆
壽
朴
つ
あ
桐
は
愉
口
Ｉ
ｒ
Ｌ
主
す

＃

痕
の
人
で
読
巧
っ
。
亜
之
が
郭
貸
の
薑
読
乏
雪
Ｖ
だ
の
は
〉
元
の
縁
で
あ
る
に
違
い
な
い
．
こ
の
ほ
か
、
憲
宗
の
弄

五
互
宣
城
公
牟
矛
沈
嬬
に
，
葬
穴
互
声
康
公
主
が
沈
扮
瞑
涛
嫁
し
、
い
ず
柄
の
死
氏
も
酎
馬
で
口
あ
る
が
．
弩

の
友
は
、
年
齢
的
に
考
え
て
・
沈
羽
で
も
沈
凝
で
も
沈
扮
Ｔ
《
し
な
く
．
沈
葦
で
あ
弓
、
っ
。
（
三
室
舅
）
．
｜

字
雲
の
「
賦
得
御
潰
水
」
ｎ
か
例
②
長
空
汪
住
割
間
（
八
一
○
公
、
’
八
一
三
春
）
の
作
と
考
え
今
椚
ず
す
．
沈

歯
が
古
記
事
の
郭
氏
と
問
茸
配
汽
と
す
る
証
拠
は
侍
一
こ
ま
ど
ん
が
竺
極
底
同
年
廓
と
寸
械
は
三
立
１
一
一
ハ
ニ
室
恥
債

Ｔ弩の一々
は一一Ｏ～一三一歳前痕。一雪一零か、勺椎琴」危一雪巳の年鈴関捺哩ほぼ妥当すると考え今椥姜哉

長
林
〈
今
主
⑦
出
階
口
七
八
六
茸
だ
か
ら
〒
⑦
夫
の
死
刑
と
害
例
鏡
は
蓄
千
謝
納
Ｕ
菫
寸
ま
い
。
（
害
会
零
差
さ

篝
宗
の
壽
六
斌
岐
陽
公
主
の
出
湾
口
八
一
四
琴
八
月
一
ｒ
一
ず
か
塙
、
一
壼
些
蚤
覇
《
実
・
竺
主
⑦
出
階
、
莞
打
よ
り
あ
く

机
ろ
は
す
て
〒
の
夫
の
沈
淌
も
ま
た
舅
の
詩
と
吋
閏
わ
Ｍ
ま
ず
ま
い
。
曼
雪
毒
一
琴
六
）

問頴は箒五菫一臣一蹴菫弓天沈嬬ですが-この、知た川切年繧口ま←く急寄望一・．ごん．ただ壹城・←収陽

一岡公主の年溌何〉了っ隔『ていなかラただ一今｛ノと准剃一典『、ますか←ノ．軍城公工売結婚は八二二～八

曲
，
-
■
ロ
■
豚
』
Ｔ
ク
-
，
ｈ
、
１
Ｄ
Ｄ
ｄ
ｌ
ｑ
，
、
Ｊ
１
１
、
●
』
・
勺

一
四
耳
Ｔ
あ
ろ
う
か
と
周
わ
打
手
す

８

一
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酉旬

調

匙

、

牡

・

の
「
長
吉
」

昌
谷
の
李
窒
王
侯
吉
Ａ
該
氏
の
「
宇
賀
戻
吉
」
差
戻
吉
Ｂ
、
窪
、
可
「
〉
竃
李
長
吉
之
仕
東
丼
」
の
「
戻
吉
」
壷

戻
吉
ｃ
と
仮
定
Ｌ
手
す
。

議
員
に
つ
い
了
は
同
爵
代
⑦
權
侭
騨
に
「
雪
故
朝
敵
大
夫
使
持
師
部
琶
容
州
諸
軍
聿
守
害
州
刺
宍
兼
侍
御
喪
汽

本
管
経
暑
椙
討
堤
置
等
使
鎮
鷆
闇
國
雰
賜
紫
金
魚
表
載
公
墓
誌
銘
丼
亭
」
（
四
部
叢
刊
権
載
之
文
集
巻
一
一
十
四
）

が
弱
り
、
寿
打
に
よ
狐
ば
舅
一
元
五
一
ヰ
（
七
八
九
）
仮
五
十
八
歳
秀
一
牝
人
下
い
了
、
七
九
○
あ
る
Ｖ
は
上
六
一
年
生

徹の戻吉Ａと、関絢Ⅷ何Ｋ．、恨匂呵寝吉Ｂと戻吉Ａとは別人です．

『
害
才
子
伝
』
の
舅
元
十
-
一
ハ
年
進
士
及
第
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
岑
仲
趣
『
壱
宍
餘
濡
』
港
二
・
侭
宗
一
載
叔

倫
舅
一
元
進
士
」
の
柔
に
指
摘
Ｌ
了
い
手
す
．

戸

一

や

の

可

？

寺

窯可が戻壹Ｃに与え淀舗の作時は元和一一一（八○八）皿（八○九）年以後。い書八○九鼻率化可

ながめろと晨吉Ａｎｆ八か九黄で河南有試を受けるかど、っかという穴状況にい（響・畏吉Ｂ、溺科撒

か・局-一ハ十歳と見るのび自然《長吉Ｃ口琴はわからないが、渠司が「皀薑宰邑初」と、つ族、つ〃冷出

治具易ろい口県令とＬ元卦任しよ、つとするとこ弓ｏ苓椚なら無可との間柄から推しヌーニォ揃か今

三十五歳の間。長吉Ａが治県・県今にな「たこと、莞の友人たちすら云洞め・従う利一鍋一嘔一と一ｔ
。

少

-

ヶ

グ

ー

．

勺

・

三
戻
吉
、
ほ
ぼ
同
爵
代
に
存
在
し
た
別
人
で
あ
る
。

Ｆ

■

《

ぬ

字

へ

．

-

一

戸

一

一、げむ。■守』毎争●一一一『・

以
上
が
拙
稿
「
三
長
吉
」
の
要
約
で
す
。

裁貸の詩にいう「夜部」はたぶん謁南のどこかで・李晋南の入蜀と口関わるまぃ髭鳴莞上簔吋←季率い

||ド
墨

｜
｜
｜
｜｜
Ｉ
１

１
霧

竿

１

１

１

■
９
■
ロ
戸
“
■
■
！

Ｉ

篭

任暑

０
十
０
日
６
０

『
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と
二
言
と
ｌ
ウ
伺
う
刀
正
灌
丁
ろ
う
魎
槁
「
『
李
栂
通
』
蒜
壜
」

←
ロ
油
女
ロ
一
一
一
自
票
ウ
足
Ⅱ
ま
せ
ん
て
し
ｒ
重
呈
一
ご
壷
筐
す
る
立
場
方
ら
は
八
儲
西
口
壱
の
皇
室
の
祖
先
の
出
ｒ

ど
こ
ろ
Ｖ
と
１
つ
の
が
正
し
’
二
と
一
言
元
の
→
通
り
下
ま
ｒ
一
舟
ｌ
宮
代
ｒ
つ
１
丁
モ
ロ
ろ
と
岑
特
ｒ
一
芝
わ
肖
な

け
洞
は
三
一
害
』
を
搾
栂
ｌ
Ｌ
Ｔ
ｌ
ろ
と
１
勺
一
三
丁
Ｌ
ま
つ
勺
匂
ｈ
ｒ
Ｌ
し
門
薑
↓
と
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
刀
Ｉ
の

て
す
ｒ
ｒ
『
唐
書
』
ｌ
計
Ｌ
丁
橦
々
の
慰
霊
刀
出
一
三
ｌ
原
畠
恰
「
雪
侭
政
】
ロ
史
述
諭
滿
」
「
李
唇
氏
桟

ゲ
』
榧
訓
』
「
苧
麿
夙
族
椎
別
後
Ｅ
」
「
三
論
李
壱
氏
族
門
憲
」
二
陳
声
俗
先
生
諭
崇
』
（
中
宍
研
究
院
匡
宍
琶
亘

雀式控醍辱鋒鴎議題塞墨牽篭露

一
九
五
七
年
古
典
文
学
出
阪
社
列
「
害
捧
一
一
ご
ｎ
涯
雨
堂
精
刻
本
乏
孝
津
討
景
本
で
補
正
し
た
し
の
だ
ぞ
う
で

す
こ
て
の
巻
三
「
散
壷
に
八
定
保
主
於
威
遍
庚
寅
歳
勾
．
：
：
然
以
察
聞
科
第
之
美
・
薑
諮
訪
於
飼
逵
之
圃
・
・
…
：
…
退

則
編
之
於
簡
秦
Ｖ
と
い
畦
『
四
重
全
書
搗
雫
』
（
、
同
書
耐
鍼
）
に
八
声
二
鴇
三
十
五
巻
〃
五
代
壬
定
保
塀
。
菖
本

不
頴
其
里
舅
，
茸
亭
領
王
溥
爲
一
従
翁
』
，
副
痔
之
接
也
。
陳
頼
蹄
書
録
解
題
謂
定
保
爲
呉
融
之
墳
，
光
代
二
一
琴

進
士
”
喪
胤
後
入
湖
南
・
五
代
笑
南
漢
世
家
領
：
定
保
篁
塁
管
巡
官
〃
遷
鼠
〃
不
得
建
〃
劉
隔
僻
置
幕
府
℃
，
至
割

鍾信號之爵尚任ノ算前鍔則不得一四評奏．・・・：・→．Ｖといｕ『十駕齋善揃録』老十二「エー定保」に

入
害
篇
一
二
十
五
巻
、
題
云
光
批
進
士
娘
邪
王
定
保
撰
・
雪
中
摘
王
方
奏
爲
上
世
伯
祖
、
今
橇
喜
書
宰
相
世
察
表
、

玻
邪
王
氏
未
有
名
定
係
琶
．
權
太
票
壬
氏
芦
定
保
、
一
才
鋼
聖
．
乃
薄
乏
雪
係
、
葵
之
子
、
今
害
中
於
志
直
書
其
姓

名
・
茄
奏
字
亦
不
回
避
、
副
別
昊
一
人
、
非
太
環
之
定
尿
美
．
富
有
雨
王
定
保
．
而
失
僅
載
其
一
、
此
表
之
脱
漏

色
。
：
…
…
ｖ
と
い
い
、
『
曝
書
亭
票
』
巻
五
一
-
二
に
も
「
艤
壹
定
本
敏
」
ぴ
あ
川
圭
す
が
省
略
い
だ
し
ま
す
ぞ

也。
：
…
…
Ｖ
と
い
い
、

李

宮

八
儲
西
は
害
の
皇
室
の
祖
先
の
出
た
臺
一
弓
Ｖ
（
門
）
朧
西
は
害
の
皇
室
が
〉
で
の
祖
先
の
出
身
比
と
称
Ｌ
た

と
朧
西

４マ４’ 9５４
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、

、

と
感
じ
た
の
で
．
そ
の
感
想
達
記
し
た
声
で
で
す
。
不
正
蕊
で
あ
ろ
う
と
古
風
差
蓑
す
る
と
い
う
こ
と
ば
扇
Ｕ
‘

わ
た
し
も
ま
た
不
嬬
不
体
裁
不
正
確
な
こ
と
差
承
知
の
上
で
手
書
ガ
リ
パ
ン
雑
詰
を
手
製
Ｌ
Ｔ
Ｕ
ろ
双
葬
で
す
．

Ａ
今
、
李
筥
ぴ
こ
ご
仁
い
ろ
と
假
定
Ｌ
三
・
：
：
Ｖ
の
一
段
．
詩
人
荊
園
先
生
の
面
目
躍
伽
と
Ｌ
丁
殊
に
欣
票
に
堪

え
ま
せ
ん
。
尤
も
李
雪
が
「
職
西
」
や
「
成
紀
」
盃
も
ち
出
す
の
ロ
壱
の
霊
室
仮
あ
て
こ
す
ヲ
丁
い
る
よ
う
に
も

感
ぜ
ら
抗
争
す
の
Ｔ
「
瀧
西
云
々
向
皇
室
の
自
称
」
と
い
「
だ
ら
．
箒
外
に
や
り
と
す
る
か
も
Ｌ
抗
ま
ぜ
ん
．
等

ん

な

気

し

い

た

し

ま

す

。

、

｜

５５９

陳頁の意見何千の「後記」末尾に零打六、柄了いずすのでご蒜考ま下広左阪掲げます．得線苣睡＆

李害先世本場津桟，或鵠舘郡李氏従居柏仁之「磯落戸」，或爲邦邑凄阿篇輕杢．氏乏〔暇唇冒一置朽

，
既
非
墓
盛
之
宗
門
，
故
漸
緊
胡
借
，
名
不
葹
馴
〃
溌
北
朝
太
一
千
眞
君
南
朝
元
嘉
之
世
曽
参
興
弘
簔
之
鐵
夕
４

其
慌
並
無
移
藷
及
家
於
武
川
之
事
-
迄
李
虎
入
開
〃
東
西
分
行
一
之
局
設
定
，
歯
諭
萌
郡
之
荘
望
而
爲
朧
西
＃
｜

因
李
抗
父
子
事
蹟
與
其
先
世
類
似
之
奴
-
建
由
成
託
朧
西
戻
進
一
歩
ノ
而
慮
執
西
涼
嫡
高
タ
ヌ
因
宇
文
氏
之

故
榎
議
薑
家
鈴
武
川
，
其
初
之
血
筑
亦
未
與
外
族
凝
維
印
鍵
而
言
之
，
李
髻
氏
族
若
僅
就
其
男
系
論
，
固
一

純蒋之澪人也。

巷
上
敵
艤
殼
者
大
謡
不
謬
ノ
則
李
塵
一
族
之
所
以
蝿
興
ヌ
蓋
取
塞
外
野
篭
箭
桿
之
血
，
注
入
中
．
原
文
代
領
衷

之
躯
Ｊ
奮
祭
翫
隙
，
誠
梼
重
言
〃
檮
大
恢
讃
，
毒
能
別
創
空
前
之
世
局
。
紋
欲
通
解
李
喜
一
門
三
百
年
之
全

史
，
其
反
旅
問
顯
涛
爲
晶
要
之
鯏
鍵
ｏ
（
諭
蒙
三
○
四
百
）

!’Ｉ
lli１ﾄﾘ｜
馴

il吾
国
■
７
巳
二
■
■
け
▲
Ｂ
０Ｆ
ｌ
Ｆ
Ｉ
皇
■
０
６
１
９
０
１
１
卜
ら
ゃ
ｌ
６
ｌ
Ｉ
■
Ｂ
■
■
■
■
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ⅱ
凸
Ⅱ
１
１
６
９
１
１
■
■
９
■
■
■
日
９
-
-
■
Ｉ
■
・
■
■
ｈ
』
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ｄ
■
▽
■
■
９
Ｊ
■
■
■
■
Ｑ
■
▼
■
■
■
ご
ｊ
１
日
９
９
人
０
■
。
，
凸
■
１
１
■
Ｔ
■
■
１
９
＆
■
■
守
口
■
Ｕ
-
①
０
口
０
４
１
Ⅱ
０も
，
り
り
１
■
■
-
０
由
１

ＭⅢ叩ⅧⅧⅧⅧＩ州剛剛州噸柵噸岬蝉掘側噸棚岻Ⅷ測桐州側馬川棚Ｍ偲澗
準一睡型一一柵-垂ＧＤ９０ｃ２ｐ、０ノｑ０Ｄ０６．８口旧ｃ０ｕ口●ね咽‘一扣相１’皿，，

ｐ

Ｐ

Ｐ

卜

ｐ

凸

■

篭

ぷ
往蜀●劃エさ』

一

凸

一

つ
■
・
・
宇
諏
』
凸
。
■
■
、
■
。
一

一

一

■

■

毎

Ｆ

旬

勺

』

ゴ

凸

一・。←．．。『一、・・銅。、一昨｛←》鐸岫罰ゞ》《叱舎モト串・や．Ｉ、。

●

■

《

汀

ｂ・・，，’９』凸ｐいら・９“哨垣垣，。-Ｃ-律・Ｄ０ｄＱ１４４■■■■ＵＵ-電。。や山●？。■毎、０Ｊ-１■■Ｉもｑ

●

■

■

ｃ

Ｆ

ｒ

刺・小Ｌ-ｉ僻恥旧-胸緋艸勵ⅧいＩ仏瑚聰慨瞬砺膳岬柵いい鵬いい！Ⅲ１１紬



一 一 句 一 一 一

’宗
芝
生
ま
せ
た
何
「
浸
收
」
に
当
る
か
も
Ｌ
打
ま
ぜ
人
か
「
毒
」
や
妻
垂
「
葦
」
っ
た
こ
と
に
は
這
い
偏
り
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
か
ら
い
え
”
李
書
口
父
の
霊
に
よ
、
丁
進
士
科
試
験
垂
阻
止
六
祠
ろ
理
由
い
な
い
こ
と
轄
建
”
「
謂

宮
達
歌

１

首
題
の
件
に
つ
い
て
の
雪
女
ロ
ハ
起
稿
「
梼
伽
」
の
次
の
一
評
Ｆ
対
す
る
ご
教
示
で
し
ょ
う
か
．

八
つ
Ｖ
で
Ｆ
も
う
少
し
想
鯨
を
す
寸
綱
了
・
そ
の
婦
人
が
が
川
に
宮
中
に
仕
え
た
と
寸
椥
ば
、
「
宮
娃
歌
」
の

「
；
・
…
：
頚
わ
く
吋
君
が
光
明
の
太
陽
⑦
ご
と
く
．
妻
壬
菰
っ
て
魚
に
騎
川
波
奎
織
ち
去
弓
Ｌ
肋
ん
二
と
を
」
の
庸

肌
な
願
望
側
-
領
域
に
と
う
て
も
、
疲
迂
量
待
つ
も
の
の
侭
情
と
し
て
し
、
ぴ
っ
氏
〃
で
あ
君
う
。
・
…
・
§
ぞ
、
つ
し

Ｔ
ｂ
し
仮
辻
が
，
宮
中
か
ら
解
放
せ
ら
れ
ろ
こ
と
ワ
く
Ｌ
Ｔ
死
ん
だ
と
す
桐
ば
、
．
・
・
・
：
．
．
〃
制
に
「
震
庶
家
室
子
学

の
無
」
小
う
た
事
情
が
、
到
然
と
Ｌ
、
「
李
天
人
」
の
悼
亡
の
情
の
溌
六
、
「
蘇
小
小
薯
」
の
鵡
哀
と
→
売
氣
の
．

帳
嬬
も
知
ら
何
ろ
の
で
あ
る
．
Ｖ
二
一
九
’
一
二
○
頁
）

も
し
ぞ
う
な
ら
口
、
ｈ
た
し
が
吾
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
李
蛋
の
恋
人
が
宮
々
に
な
「
了
い
涙
今
、
と
い
う

こ
と
で
罰
に
毒
と
Ｌ
た
辻
が
葦
わ
打
了
宮
立
と
な
っ
た
、
と
い
う
了
い
ろ
の
で
な
い
こ
と
、
ご
雷
の
通
り
下
魂

喜
代
宮
中
の
制
要
に
「
い
了
わ
尺
Ｌ
ロ
無
知
で
す
か
．
そ
こ
に
一
定
⑦
ル
ー
ル
切
莇
っ
炭
こ
と
、
言
説
切
逼
り

だ
ス
う
・
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
、
建
さ
雨
で
、
壼
丁
前
と
壽
僚
と
か
艇
ず
し
も
一
致
せ
め
二

と
は
Ｌ
ぱ
Ｌ
ば
見
ろ
と
二
弓
で
す
。
喜
代
に
お
い
了
も
玄
宗
が
惠
子
の
妻
楊
貸
垂
奪
「
て
臺
妃
と
Ｌ
た
こ
と
は
-

一
士
分
の
妻
」
了
は
な
い
か
も
Ｌ
打
ま
ぜ
ん
が
「
奪
う
尺
」
こ
と
の
蕾
例
で
祠
Ｖ
、
太
宗
が
第
一
奎
口
畳
撮
Ｌ
可
そ

の
睾
董
奴
と
Ｌ
、
薑
江
王
環
乏
謙
Ｌ
Ｔ
ぞ
⑦
眼
を
左
古
Ｆ
侍
廿
Ｌ
㈲
、
壽
宗
が
李
周
の
妾
鄭
氏
達
幸
Ｌ
の
写
の
童

上
Ｉ
；
４
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１
ｌ
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蔭
補

霞
の
父
李
音
粛
ほ
こ
九
三
笠
に
液
昌
令
Ｔ
Ｌ
た
。
吹
県
ば
『
新
雷
雲
』
舵
姪
一
志
に
鈩
桝
ぱ
「
鑿
県
」
で
す
．
這

興
』
蟻
官
に
よ
る
と
ゞ
喜
代
の
県
口
、
赤
・
綴
・
笠
一
・
票
・
上
・
中
・
下
の
上
等
⑦
差
ぴ
あ
「
辰
ェ
、
っ
て
す
。
レ
マ

この注一トハ京都、冶爲赤感、宗之奏邑爲議壌Ｖといい、『雪会雲』寿七十Ｆ八赤・裳・霞一、鼎篝

鶏
、
不
限
戸
數
・
並
嶌
卜
扉
Ｖ
と
い
ｖ
フ
マ
肌
圭
か
す
。

『
額
雷
雲
』
芭
官
志
順
卜
承
ば
・
京
県
令
正
五
品
上
、
装
具
今
正
六
品
上
、
上
県
今
淀
六
品
上
・
中
県
令
正
上

品上、中下県今従上品上，下具今従七昴一下手す？鑿・螺県今仮ついては明記Ｌ丁ありませんが、叩

畿
具
令
に
準
じ
派
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
後
、
開
綜
か
、
為
察
廿
ら
抓
ま
す
。
七
九
三
年
仇
晋
粛
は
正
六
品
上
か
下
だ

ヲ
た
は
ず
了
す
．
そ
の
死
が
い
つ
か
は
わ
か
〃
ま
ぜ
ん
が
、
霞
年
詣
八
○
八
毎
に
八
賀
の
父
死
亡
と
の
談
お
Ｖ
Ｕ
７

とあＵ手すか今￥、の葺乏と拭ば、上九三写からは十五年篇下す。・死め日ま轆了官吏だっ尺かど、っか岬

は
ｎ
か
〃
子
せ
ん
が
、
在
職
し
て
お
椚
”
數
階
あ
が
り
、
職
も
上
級
の
何
か
に
な
っ
て
お
、
辰
と
椎
測
す
る
、
の
は
ｌ

不
自
然
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
よ
叩
苓
楓
が
な
に
か
は
灼
か
川
土
琴
せ
ん
が
．
ば
う
幸
、
叩
Ｌ
Ｔ
Ｖ
ろ
県
令
と
い
、
っ

二
塗
寒
鬼
達
吏
博
も
注
土
烈
素
茜
億
の
駅
債
に
諺
弓
害
穂
壱
雲
峰
穏
も
圭
室
、
蕊
冷
し
て
い
る
㈱
だ
か
ら
、
県
令
の
懐

の
官
職
品
魑
の
記
録
が
現
存
せ
唖
荻
第
童
碍
飼
・
一
認
疑
考
方
向
耐
考
尤
ろ
こ
と
杉
で
棗
、
な
腕
個
誌
す
軍
県
令
で
部
伯

詞
董
改
傷
じ
た
舅
が
、
．
》
等
の
徴
の
十
五
年
間
に
何
も
し
可
か
つ
辰
と
考
え
る
こ
と
も
不
自
然
で
す
。
ぞ
、
っ
Ｌ
Ｔ
疎

族と勵唄鑓皇族の子孫にⅦ違いない。津同じ事業て・も皇一族の子孫Ｔない者に対するよけも鍔遇乏与

え穴だろう鍾零社部とい吟職子のも⑭が、湾補了なろ人が琴か．「．辰（この一，一とはかう可何かで髄
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、
丁
と
ど
め
て
お
け
ば
よ
か
ぅ

杙
、
煙
、
花

ご
例
ま
た
打
た
し
の
言
葉
び
足
ら
ず
ご
迷
惑
芝
お
か
け
い
辰
Ｌ
手
し
た
。
仰
ろ
逼
″
長
宍
壬
沢
官
と
い
う
印
は

名
簔
上
で
《
《
長
史
が
駐
雁
す
る
ど
こ
言
実
覺
上
の
晨
官
で
Ｌ
た
。
拙
稿
に
八
當
時
し
ば
Ｌ
ば
府
長
史
や
翻
案
便
が

州
刺
失
い
実
務
を
誇
れ
た
Ｖ
と
書
い
た
の
口
同
じ
一
乞
董
三
お
う
と
Ｌ
て
言
葉
が
妥
当
至
欠
宍
杢
Ｌ
辰
。

那
伯
詞
の
敗
修
口
美
事
了
す
。
吹
州
姉
長
要
か
ら
遠
く
お
り
ま
せ
ん
。
長
官
が
遙
領
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
事
掌

の
実
際
の
主
催
者
が
大
部
薑
行
な
ら
ぼ
、
莞
の
壽
功
王
戻
官
に
か
け
る
た
め
Ｋ
・
長
宍
は
戻
安
の
長
官
に
事
乏
告

げ
「
侭
記
」
に
も
名
を
顕
わ
す
。
ご
揖
亭
当
時
の
礼
儀
だ
『
た
の
で
は
な
い
で
Ｌ
よ
う
か
。

と
は
い
え
拙
鎬
下
何
、
顔
修
の
壽
畷
湧
莚
盧
者
が
灰
県
令
李
晋
粛
だ
「
た
。
と
い
う
こ
と
ま
え
い
え
れ
ぱ
よ
か

う
た
わ
け
下
・
だ
ケ
・
勺
千
の
美
魂
乏
薑
罵
-
《
卿
言
に
か
け
ろ
た
め
広
戻
史
南
仲
の
名
乏
覇
わ
Ｌ
疋
例
だ
。
：
と
い
う
位

丁
と
ど
め
て
お
け
ば
よ
か
ぅ
た
の
か
ｆ
｝
Ｌ
杖
ま
ぜ
ん
。

し
か
し
言
説
の
荻
う
ば
八
謎
の
力
で
、

の
が
樋
か
下
、
〒
の
佗
何
現
在
⑦
鰻
》

狭

有

戻

宍

凡
だ
記
憶
が
あ
る
が
今
ぞ
れ
が
思
い
出
せ
ま
せ
ん
）
。

／

以
上
切
馥
ウ
蔵
理
由
で
ざ
雲
が
父
側
蔭
読
に
よ
こ
１
塞
礼
郎
仮
ほ
ど
冷
徹
ろ
と
考
え
得
る
製
一
と
い
っ
た
の
で
魂

か
し
言
説
の
荻
う
ば
八
謎
の
力
で
、
塑
う
い
う
手
続
き
で
、
こ
の
官
謡
仮
つ
い
た
び
ぱ
不
明
で
あ
る
Ｖ
と
い
う

が
樋
か
下
、
〒
の
佗
何
現
在
⑦
鰻
塔
で
は
す
べ
了
臆
測
に
す
ぎ
鋤
と
い
う
こ
と
に
勺
″
ま
し
液
っ
。

「
布
」
と
か
「
煙
花
」
と
か
い
え
ば
春
の
景
棚
一
ｒ
あ
る
と
い
フ
ミ
と
口
．
一
殿
論
と
Ｌ
て
は
仰
ろ
通
り
下
す
。
←

有

宍
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